
 旭川元気ものづくり大賞審査プレゼンテーション 

      新 浄 化 装 置 「Bio-Lux Water」 
       ( 木炭 (備長炭) を活用した 家庭雑排水 の 処理装置 ) 

         発表者：正和電工 株式会社 
          橘井敏弘 ： 代表取締役 

住所： 北海道旭川市工業団地１条１丁目3-2 

     ℡：0166-39-7611 Fax 0166-39-7612   

 http://www.seiwa-denko.co.jp 

 E-mail ：seiwa@seiwa-denko.co.jp 

・新 浄化装置 は、トイレ以外 の 排水 を 木炭 (備長炭) で 浄化 します。 

   ( 処理水は雨水並みに迄、きれい 。 BOD 7.4mg/L )  

 (本製品の特徴である新規性、独自性、信頼性等を示す事例 ！) 
 
・新浄化装置「Bio-Lux  Water」 環境省ETV の 実証番号 020-1201 
・意匠登録第1433653号を取得、特許は出願中 2011-115249 
・経営革新計画に係る承認書番号、上商労観第2862号  (北海道知事より) 

・トライアル新商品 中企第1263号指令  (道認定の期間 平成27年12月31日迄) 

・ものづくりもう一押し支援事業により開発、旭産第214号 (旭川市  2011.03.31) 

 ・特徴1～ 窒素やリンも除去ができます。 
 ・特徴2～ 処理水の大腸菌対策も不要です。 
 ・特徴3～ メンテナンスが比較的容易です。 
 ・特徴4～ 価格が比較的安価です。 
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平成26年8月22日 PM3:10  旭川市工芸センター会議室 

 



 備長炭には1時間おきに60分、下部
から空気が自動で送られています。 

大きなゴミを捕獲
するステンレスの
籠です。 

備長炭の下部から
空気が送られていま
す。 

備長炭が充填され
ています。 

 浄化装置は上部フタからは土中に埋設されます。 
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①、開発目的と背景～ バイオトイレは糞尿とトイレットペーパーを分解処理できるが、他の雑排水は処理できない。ゆえに、雑
排水を専用に処理する浄化装置の開発が望まれていた。 

②、新規性、独自性、優秀性、信頼性～ 本製品は合併浄化槽と違い、トイレ以外の雑排水を専用に浄化する濾過装置である。
ゆえに、新規性と独自性がある。本装置の処理水が、合併浄化槽の処理水よりもBOD値が優れている事を環境省ホームペジで
確認できる。本製品は約半年間、有機性排水処理分野の環境技術実証事業として実証試験を行った結果、処理水のBOD値は
環境省が目指している高度合併浄化槽のBOD値を軽くクリアしているので本製品の信頼性と優秀性が実証されている。 

③、市場性、成長性～ 水の環境問題が背景にあり、下水道処理区域外の雑排水処理に本製品が参入できる。当麻町の「田ん
ぼの学校」新築に本装置が採用されたり、広尾町が新設を予定している「道の駅」にも導入が検討されている。 
 海外ではベトナム国ハロン湾周辺で設置され高い評価を受けた。加えて、ロシアのサハ共和国でも設置の予定がある。 

 Bio-Lux 
   Water 

 制御盤内部にあるポンプから１時
間おきに空気が送られています。 

本装置の仕組みと構造 



①、汲み取り便所 ～ 雑排水は、垂れ流し 
②、単独浄化槽 ～  BOD90mg以下、雑排水は、垂れ流し、製造販売は中止。 
③、合併浄化槽 ～  BOD20mg以下、「し尿」と「雑排水」を、混ぜて一緒に処理 
                       
 ④、高度合併浄化槽 への移行 ～ BOD10mg以下、窒素10mg、リン1mg以下を目指している。 

 ⑤、 新浄化装置  +  バイオトイレ  

   環境省の平成24年度 ＥＴＶ環境技術実証事業 (実証番号 020-1201)   で本装置の信頼性と優秀性を実証しました。 

  ・浄化装置にトイレ排水が入らない為、沈殿物が少なく、大腸菌対策も不要。 
    ・メンテナンスが容易で、処理水は雨水状態になる迄きれいになる事が立証 
   されました。備長炭の交換は必要なく、5年～10年に１回程度洗浄が必要。 

  (BOD平均値7.4mg/L  全窒素2.1mg/Ｌ 全リン0.14mg/L) 

・トイレは 「バイオトイレ」 を設置 し、台所と洗濯機、風呂 
の雑排水は 、 「新浄化装置」を設置し、BOD値を環境省
認定機関が調査しました。 
          (環境省の平成24年度環境技術実証事業です) 

          浄化装置の内部構造です。↑ 

← 現行 

ＳＧ－５００型 

  SG-500型 

 S-25型 
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装置の新規性と優秀性 



 1. 浄化槽とは、便所と連結してし尿及びこれと併せて雑排水を処理し、下水道法第2条第6号に規定する終末処理場 

  を有する公共下水道以外に放流する為の設備又は施設であると浄化槽法 第1章第2条に定義されています。 
 
 2. ゆえに、浄化装置 (Bio-Lux Water ) は、雑排水のみを処理する濾過装置の為、浄化槽法の規定は適用されない事 
  になります。 
 
     環境省から効果的、効率的な 『排水処理技術の開発がなされる事を期待します」 とコメントを戴いています。 
                         (環境省、水大気環境局 水環境課 磯部良太様より 平成22年12月12日付FAX) 
 

1.  合併処理浄化槽 
                  最終放流水は、BOD 20mg/L ⇔  現在普及している浄化槽です 。 

                           窒素とリンは除去されない。 

 

2. 高度合併処理浄化槽 
                      最終放流水は、BOD  10mg/L  以下 
                                 T-N   10mg/L  以下 
                                 T-P       1mg/L 以下 
             
3. 浄化装置 Bio-Lux  Water 
                                                                 最終放流水は、  BOD    7.4mg/L   
                                              T-N     2.1mg/L   
                                            T-P      0.14mg/L 
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本装置は浄化槽法の規定は適用されません。環境省に確認済み。 

環境省は水質向上の為、排水処理技術の開発を奨励しています。 



SG-500型 

SG-653型 

SG-1340型 

技術実証検討会議出席者の名簿一覧 
検討委員座長 大阪大学 藤田正憲  名誉教授 
          放送大学 岡田光正  教授 
          日本産業機械工業会 鈴木隆幸 
          環境サポート埼玉 鈴木敏資   事務局長 
          エムエルエス 宮越智裕   事業部長 
環境省 水大気環境局 環境管理技術室 大久保敦    室長補佐 
                                  企画係 黒木孝 
      実証機関 「埼玉県環境検査研究協会」 
               業務本部長    野口祐司 
               技術本部長    山岸智彦 
             社会環境課係長   長濱一幸 
                                    串田里奈 
                         水道検査課    大塚俊彦 
                      環境国際企画課   鈴木 彰 
                  参考人 正和電工社長      橘井敏弘 
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第３者の専門家が検討して
性能を公開しました。 
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企画書で提案されているODA事業及び期待される効果

日本の中小企業のビジネス展開

スキーム（案件化調査） ベトナム社会主義共和国
世界自然遺産ハロン湾における集めない・混ぜない・分離する
“分散型排水処理システム”を活用した水環境改善案件化調査

 提 案 企 業 ：正和電工株式会社 ・ 株式会社長大
 提案企業所在地：北海道旭川市工業団地１条１丁目３－２ ・ 東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目２０－４
 サイト・ C/P機関：ベトナム社会主義共和国クアンニン省ハロン湾 ・ クアンニン省人民委員会

企業・サイト概要

＜水環境の視点＞
95％の排水が未処理のままであり、生活排水、産業排水等による
水質汚濁が著しく深刻な環境問題をもたらしている。また、生活
排水のうちトイレからの排水は30％を占め、特に中山間部でのし
尿処理は12％程しか進んでおらず垂れ流しの状態である。
＜人材育成の視点＞
下水道処理システムの運営・維持管理には高度な技術を必要とす
るものの、そうしたノウハウを有する人材の育成が十分に行われ
てこなかった。
＜農業の視点＞
ベトナム国では、農村部において化成肥料の不適切な使用による
富栄養化や水質汚濁が深刻な問題となっている。

ベトナム国の開発課題 中小企業の技術・製品
新しいサニテーションモデル（分散型排水処理システム）
―し尿処理はバイオトイレで、生活雑排水処理は新浄化システムで―

 想定されるODA事業：民間提案型普及・実証事業/技術協力プロジェクト（制度整備と技術強化のための支援プロジェクト）/草の根技術協力事業/

中小企業ノン・プロジェクト無償資金協力事業
 期待される効果：①大腸菌等の減菌効果の向上/②環境負荷軽減による環境改善/③経済効果
 ODAスキームを活用した技術協力事業の実施を行うことで、技術強化、人材育成等だけでなく、製品・ノウハウを現地に適用させるための法制度

整備も可能となる。他方で、民間ビジネスとしては、現地企業との技術供与等を通じ、低コストで高品質な製品製造が可能であると共に、普及展
開に際しては、ODA事業とのシナジー効果により、より持続的な事業運営の実現が期待できる。

これまで海外直接投資等を実施してきた中小企業の中には、現地で多くの問題を抱えている企業も少なくない。例えば、外国人従業員の教育や労務管
理の難しさ、現地の経営管理者の不足、現地の規制や会計制度への対応困難等が挙げられる。こうした課題を踏まえ、事業開始後当面は「生産拠点
を持たない海外展開」を検討している。「生産拠点を持たない海外展開」は、直接海外投資と比べて、少ない経営資源での海外展開が可能と考えられる。
その後、外部環境等踏まえ現地パートナーと共同して現地法人設立も検討している。

(ファイナルレポート 2014年1月) 
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新浄化装置 Bio-Lux Water  と バイオトイレ Bio-Lux  の組み合わせに注目度大 

・雑排水だけを処理する「新浄化装置」の登場。 
・トイレ自体が汚物を処理する「バイオトイレ」の設置。 

①、補助金問題があるが「合併浄化槽の市場に参入」できる。 
②、新規市場として、観光地や道の駅、河川敷公園等、「環境と観光」に必要なバイオトイレと本浄化装置の登場。 
③、道の駅に本製品の組み合わせを計画している所は「道の駅のイメージアップ」になる。 
④、避難場所や防災基地として「道の駅」や「高速道路のサービスエリア」に本浄化装置とバイオトイレが検討されている。 

敷地内循環システム
の完成です。 

本浄化装置の課題は「まだまだ知られていない」事ですが、マスコミ効果が大。 

市場性と成長性に期待！ 


